
１　全体会
№ 日付 会議内容
第１回 R4.4.19 １　前橋市自立支援協議会の役割と組織について

２　令和３年度活動報告について

２　運営調整会議
№ 日付 会議内容
第１回 R4.4.13 １　定例会議・部会・ワーキング活動報告（３月）について

２　令和３年度全体会について

第２回 R4.6.8 １　定例会議・部会・ワーキンググループ活動報告（５月）について
２　自立支援協議会における委託相談支援事業所の関わりについて
３　発達障害者地域支援マネジャー派遣事業の派遣希望調査について

第３回 R4.7.13 １　定例会議・部会・ワーキンググループ活動報告（６月）について

３　第５７回群馬県手をつなぐ育成会大会の後援について
４　第５７回群馬県手をつなぐ育成会大会動画配信のご案内

第４回 R4.8.10 １　会議の開催方法について
（書面開催）

第５回 R4.9.14 １　定例会議・部会・ワーキンググループ活動報告（８月）について

第６回 R4.10.12 １　日中サービス支援型指定共同生活援助の評価について
２　定例会議・部会・ワーキンググループ活動報告（９月）について
３　事務連絡・運営調整会議臨時ワーキングの開催について等

第７回 R4.11.9 １　定例会議・部会・ワーキンググループ活動報告（１０月）について
２　避難所で使用するコミュニケーションボード見直しについて
３　自立支援協議会への委託相談支援事業所の関わり（令和５年～６年度案）
４　日中活動サービス支援型指定共同生活援助の評価について

第８回 R4.12.14 １　定例会議・部会・ワーキンググループ活動報告（１１月）について
２　自立支援協議会への委託相談支援事業所の関わり（令和５年～６年度案）
３　令和５年度前橋市自立支援協議会組織体制及び委員の改選について
４　令和４年度第１回群馬県障害者自立支援協議会への提出課題等について

第９回 R5.1.11 １　日中サービス支援型指定共同生活援助の評価について

令和４年度前橋市自立支援協議会活動報告

３　令和４年度活動計画（案）について

２　避難所で使用するコミュニケーションボードについて

２　定例会議・部会・ワーキンググループ活動報告（７月）について

３　令和３年度第１回群馬県障害者自立支援協議会打ち合わせ会議（書面開
催）における資料共有

２　（旭川市）自立支援協議会当事者団体・個人参加に関する調査（照会）への
回答について

３　日中サービス支援型指定共同生活援助の評価について

３　（１）令和５年度前橋市自立支援協議会全体会開催日程（案）について

３　第３次障害者福祉計画（前橋はーとふるプラン）に係る実施状況評価について

２　定例会議・部会・ワーキンググループ活動報告（１２月）について

３　（３）「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律等
の一部を改正する法律」の公布について(通知)

３　（２）令和４年度第１回群馬県障害者自立支援協議会への提出課題等につ
いて



第１０回 R5.2.8 １　定例会議・部会・ワーキンググループ活動報告（１月）について
２  令和５年度前橋市自立支援協議会組織体制及び委員の改選について

４　群馬県協議会打ち合わせ会議の情報交換等について
５　主任相談支援専門員の定例会議等への出席について

第１１回 R5.3.8 １　定例会議・部会・ワーキンググループ活動報告（２月）について

４　令和５年度全体会及び委員会委嘱式の開催日程について
臨時WG R4.11.16 １　新型コロナウイルス感染症に関する各法人における取り組み等について

２　その他、質問事項

（１）貴施設内で陽性者または濃厚接触者が発生した際の対応方法及び課題
（２）陽性者が施設内で療養を行うこととなった場合の取組みで、感染防止がで
きた成功事例

（３）保健所に確認したい事項について

３　令和４年度各部会等活動報告及び令和５年度活動計画（案）の提出につい
て

３　令和４年度各部会等活動報告及び令和５年度活動計画（案）の提出につい
て

２　令和５年度前橋市自立支援協議会組織体制、専門部会の編成等について



３　定例会議

（1）　テーマ・議題

（2）　活動内容
№ 日付 会議内容
第１回 R4.5.11 １　定例会議について

２　報告事項　『災害時の心得３か条』『いざというときあわてない「いのち
を守る行動」』について、前回以降の報告
３　本市の地域課題について

第２回 R4.7.13 １　報告事項　専門部会からの報告、みんなのらいふ９／１号について
２　情報提供　インフォーマルサービス資源情報サイトについて　
３　地域課題の検討

第３回 R4.9.7 １　報告事項　専門部会からの報告、当事者向け防災資料について

第４回 R4.11.9 １　報告事項　専門部会からの報告、当事者向け防災資料について

どのような取り組みをすることでネットワークが作りやすくなるのか
３　情報提供　

第５回 R5.1.11 １　報告事項　専門部会からの報告

第６回 R5.3.8 １　報告事項　専門部会からの報告
２　地域課題の検討～ネットワークづくり～

４　令和５年度活動計画案について
５　令和５年度定例会議日程について

（3）　協議結果・実施結果

（4）　今後の課題・予定

２　地域課題の検討～ネットワークづくり～
３　情報提供　Ｒ４強度行動障害支援事業　施設ヒアリング・モデル事業（群馬県）

３　令和４年度活動報告案について　

　支援者が独りで頑張り過ぎないために、役割分担された分野横断的なネットワークづくりが地域課
題として挙がった。この関連で地域資源情報連携システムAyamuの運用を開始した。また対象者に
関わっている関係機関だけではなく、家族に関わっている関係機関等との連携やネットワーク形成
の必要性が感じられる実例が協議され、今後ますます増加が見込まれる８０５０問題対応や、障害
福祉から介護保険サービスへの移行時等、特にケアマネ・地域包括との連携の必要性が共有され
た。これを受けて事務局では長寿包括ケア課と意見交換を行い、障害と高齢の制度や支援者の役
割の理解の機会の創出、資料の作成、及び相互に顔の見える関係づくり等の内容は、その後地域
包括支援センターの会議で共有された。基幹相談支援センターが地域包括支援センターに出向い
て障害福祉制度の説明をする予定も入り、今後への繋がりができた。

　個別の相談事例から地域課題を抽出し、解決策を検討する。

ネットワークづくり

２　地域課題の検討～ネットワークづくり～

２　地域課題の検討～ネットワークづくり～



４　専門部会

ア　テーマ・議題
　　

イ　活動内容
№ 日付 会議内容
１　ワーキンググループ１（相談）
第１回 R4.7.19

第２回 R4.11.15

２　ワーキンググループ２（受入れ・体験）
第１回 R4.8.23
（書面開催）

第２回 R4.10.18

３　部会
第１回 R4.6.21

第２回 R4.9.20

第３回 R4.12.20 １　ワーキンググループ１(相談)、２(受け入れ・体験)の報告について
２  安心ネットまえばしの機能充実に向けた運用について
３　その他事務連絡：おうちで療養相談センターまえばしからの研修案内

第４回 R5.2.21 １　安心ネットまえばしの機能充実に向けた運用について
２　令和４年度の活動報告（案）について
３　令和５年度活動計画（案）について

ウ　協議結果・実施結果

エ　今後の課題・予定

１　事前登録者の情報共有の範囲を検討
２　緊急受入れ対応実施後の課題検討
３　持ち物チェックリスト（案）について

１　令和３年度の活動報告について
２　令和４年度の活動計画（案）について
３　安心ネットまえばし「緊急時の受け入れ・対応ケース」
４　自立支援協議会への委託相談支援事業所の関わりについて
１　利用者カードへの追加記載事項について
２　緊急受入れ実施後の課題について
３　持ち物チェックリスト（案）について
４　避難所で使用するコミュニケーション支援ボードの見直しについて

　　部会では、安心ネットまえばしにおける①相談機能、②緊急時の受入れ・対応の機能についての検
証・検討及び次年度の課題についての協議を４回実施した。
　具体的な各機能の検討については、①相談機能は、ワーキンググループ１（相談）を２回実施し、緊急
時の受入れ・対応の実例を基に、現行の利用者カードの修正を行った。また、「７２時間以内の支援会議
の実施」については、ルールに従い確実に実施することを再確認した。
　②緊急時の受入れ・対応の機能については、ワーキンググループ２（受入れ・体験）を２回実施し、事業
所が登録利用者を積極的に受け入れられる仕組みや速やかに受入れ確認ができるようにするための体
制について、課題検討を行った。また、緊急時の受入れ・対応の実例を基に、持ち物チェックリストを作成
し、緊急時の受入れ・対応に備えた。

　前橋市地域生活支援拠点（安心ネットまえばし）の機能の充実を図るため、検証及び検討を行う。

（１）地域生活支援拠点部会

地域生活支援拠点（安心ネットまえばし）の機能の充実を図るための検証及び検討を行う。

１　事前登録者(候補者)の現状と把握
２　事前登録者のケース検討
３　利用者カードへの記載事項追加について
１　利用者カードについて
２　ＷＧ２の報告、共有事項
３　事務連絡・利用者カードの「記載上の留意点」について等

１　事前登録者の情報共有の範囲を検証
２　緊急受入れ対応実施後の課題検討
３　持ち物チェックリスト（案）について



（２）就労支援部会

ア　テーマ・議題

イ　活動内容
№ 日付 会議内容
１　部会
第１回 R4.5.20 １　前橋市自立支援協議会・就労支援部会について

２　R３年度までの主な取り組み状況及び令和4年度の取り組みについて
３　セミナー等の開催時期及び開催方法について

第２回 R4.6.16 １　セミナー等の対象企業及び内容について
２　セミナー等の開催形式について
３　セミナー等の実施時間について
４　就労支援部会における委託相談支援事業所の固定化の有無について

第３回 R4.7.22 １　セミナー等の内容について
第４回 R4.8.24 １　セミナー等で使用する動画の内容について各委員からの意見
（書面開催） ２　役割分担及び意見交換会の日程について
第５回 R4.9.22 １　役割分担及び意見交換会の日程の再確認について

２　動画の内容について
３　動画作成におけるインタビュー内容、インタビューを依頼する企業について
４　コミュニケーションボードの見直しについて

第６回 R4.10.20 １　動画の流れ及び内容について
（動画担当班WG) ２　動画作成の役割担当について
第７回 R4.11.17 １　動画担当班

①各自作成した動画案（パワーポイント部分）の編集について
②インタビュー動画の編集について
２　意見交換担当班
①想定人数について
②内容について
③想定人数より少なかった場合の内容について
④当日の役割担当について

第８回 R4.12.15 １　動画の確認について
２　意見交換会の内容及び日程について
①意見交換会の内容確認について
②当日の出欠について

４　障害者雇用フローチャートチラシについて
第９回 R5.1.13 １　現在までの意見交換会参加企業申し込み数について

２　意見交換会の内容について
①当日の詳細な内容について
②当日の役割分担について
③開会と閉会の挨拶について
④意見交換会実施後のアンケートについて

第１０回 R5.2.16 １　R５年度の就労支援部会員について
（書面開催） ２　R５年度の活動テーマ及び内容について

意見書を事務局へ提出
第１１回 R5.3.16 １　R５年度の就労支援部会員について

２　R５年度の活動テーマ及び内容について
第１０回の意見書を基に協議

２　障害者雇用に関する動画の作成
タイトル
掲載方法

動画内容

前橋市Youtubeに限定公開で掲載し、公開先のリンクを、前橋市商工会議所の
メールマガジンを通じて市内企業へ配布
冒頭で企業に共通する困り事を挙げ、その解決方法として障害者雇用がある
ことを提案。身体、知的、精神、発達、難病の障害毎に特性を例示。
その後、実際に障害者雇用を行っている企業（ヤマト運輸株式会社）の障害者
が実際に働いている様子や、働いている人へのインタビュー、障害者雇用担当
者のインタビューを掲載。

企業向けアンケート結果を参考に、企業ニーズに沿ったセミナーの開催、障害者雇用後における
相談機関の周知等も含め、検討する。

（動画・意見交換会
担当班WG)

３　意見交換会周知用チラシ及び商工会議所へのメールマガジンの確認につ
いて

（意見交換会担当
班WG)

【必見】その困りごと、障がい者雇用で解決できます！



３　意見交換会の実施
日時
内容

参加企業 ４社

ウ　協議結果・実施結果

エ　今後の課題・予定

３　事例紹介
４　参加企業及び就労支援部会員による意見交換会

　部会において協議を重ね、障害者雇用に関する動画の作成及び意見交換会をオンラインで実施
した。動画の周知にあたっては、前橋市商工会議所メールマガジンを使用して、市内商工会議所に
登録している企業へ動画の視聴リンクを送付した。また、意見交換会の周知については、商工会議
所のメールマガジン、前橋労働基準協会の企業向け郵送物へのチラシ同封、昨年度障害者雇用に
関するアンケートに回答した企業併せて約５２０社に対して周知を行った。
　実際に意見交換会に参加した企業は４社と少数であったが、そのうちの３社が障害者雇用を今後
検討している企業であった。参加企業は少数であったが、各企業の疑問に直接答えたり、意見交換
後も参加企業から障害者雇用について相談があり、当該企業が実際に障害者雇用に向けて動き出
すことができたりと、企業と福祉のつながりも作ることができた。

例年、セミナーや意見交換会を主軸に活動を行っているが、参加企業は年々減少しているため、今
後はセミナー等に限らず、企業に対してより効果的なアピールができる活動内容について引き続き
検討を行っていく。
また、就労支援部会は様々な機関が集まっており、多様な観点から企業等のニーズに応える事が
できる貴重な場でもある。これらを踏まえ、部会員同士や部会と企業、部会と就労系事業所の横の
つながりも意識し、就労支援部会の活動が企業を含め様々な機関に届くよう、部会活動の充実を引
き続き図っていく。

冒頭で企業に共通する困り事を挙げ、その解決方法として障害者雇用がある
ことを提案。身体、知的、精神、発達、難病の障害毎に特性を例示。
その後、実際に障害者雇用を行っている企業（ヤマト運輸株式会社）の障害者
が実際に働いている様子や、働いている人へのインタビュー、障害者雇用担当
者のインタビューを掲載。

令和５年１月１９日（木）午後１時３０分から（オンライン開催）
１　【必見】その困りごと、障がい者雇用で解決できます！動画視聴
２　就労支援部会の紹介及び障害者雇用相談先のフローチャートについて



（３）こども部会

ア　テーマ・議題

イ　活動内容
№ 日付 会議内容
第1回 R4.5.18 １．医療的ケア児等の協議の場設置に向けての検討について
第2回 R4.7.20 １．医療的ケア児等支援のための（協議の場）設置要綱（案）について

２．医療的ケア児支援の周知チラシの検討
３．部会員の構成について

第3回 R4.9.21 １．今年度10月以降のこども部会の開催日程について
２．前橋市医療的ケア児等支援連携推進会議（協議の場）設置要綱について
３．医療的ケア児支援の周知リーフレット（案）の検討
４．避難所で使用することコミュニケーション支援ボードについて（意見募集）

第4回 R4.11.24 １．前橋市医療的ケア児等支援連携推進会議（協議の場）設置要綱について


　　（条項追加の提案）
２．令和５年度以降のこども部会の組織体制（案）について
３．医療的ケア児支援の周知リーフレット（案）の配布先について

第5回 R4.12.22 １．前橋市医療的ケア児等支援連携推進会議（協議の場）設置要綱について
　　（条項追加の提案）
２．令和５年度前橋市医療的ケア児等支援連携推進会議実施方針について

第6回 R5.2.16 １．前橋市医療的ケア児等支援連携推進会議（協議の場）設置要綱及び
　　令和５年度実施方針の修正案について
２．令和４年度活動報告（案）及び令和５年度活動報告（案）について

ウ　協議結果・実施結果

エ　今後の課題・予定

１及び２
　医療的ケア児等の協議の場の設置にあたり、要綱及び実施方針を作成した。
　令和５年４月１日施行予定。
３
　医療的ケア児等に関する実態調査の結果をふまえ、医療的ケア児等支援の周知チラシを作成し
た。
　令和５年４月１日配布予定。

１　前橋市療育ネットワーク推進会議の内容（研修会の開催）
２　医療的ケア児等支援連携推進会議の開催

１　前橋市医療的ケア児等支援連携推進会議（協議の場）設置要綱について
２　令和５年度前橋市医療的ケア児等支援連携推進会議実施方針について
３  医療的ケア児支援の周知チラシの検討



（４）地域移行・地域定着部会

ア　テーマ・議題

イ　活動内容
№ 日付 会議内容
１　部会
第１回　 R4.5.17 １．地域移行・地域定着支援について

第２回 R4.7.19

第３回 R4.9.20
（書面開催） ２．コミュニケーションボードについて
第４回 R4.11.15

第５回 R5.1.17
２．グループホーム職員への支援について

第６回 R5.3.14
２．ワーキンググループの検討状況について
３．令和４年度活動報告案について

２　ワーキンググループ
第１回 R5.2.13

３．スケジュールについて
４．作成するツールについて

第２回 R5.3.13 １.グループホーム職員のための手引き作成について

３　アンケート調査

ウ　協議結果・実施結果

エ　今後の課題・予定
　昨年度に開催中止となった民生委員向けのピアサポーター研修は、感染状況を見極めながら要
望を受けた全地区で開催をする。年度を通してのテーマは、定例会議で抽出された地域課題の”グ
ループホームの質の均一化”に引き続き取り組んでいく。

１.ワーキンググループ発足の趣旨・経過について
２．メンバー紹介・確認

　R4.10.11～R4.11.9にかけて、グループホーム職員を対象にアンケート調査を実施した。

　グループホームの質の均一化のために、グループホームの支援員と管理者を対象にアンケート調
査を実施した。その結果、支援員の経験不足や人材が定着しない問題、支援員と管理者の双方とも
に実際の支援の中で困る場面が多いことがうかがえた。そこで、グループホーム職員に向けた支援
の手引きや研修等を行い、グループホーム職員への支援をしていくことがグループホームの質の均
一化に繋がると考えられ、ワーキンググループを立ち上げて手引きの作成を行っていく事となった。
　また、民生委員向けのピアサポーターを活用した研修会は、新型コロナウイルス感染症流行に伴
い令和５年度に延期となった。

１．地域移行・地域定着支援について
２．グループホームへのアンケートについて
１．地域移行・地域定着支援について

１．地域移行・地域定着支援について

４．令和５年度活動計画案について

１．地域移行・地域定着支援について
２．グループホームへのアンケートについて
３．ピアサポーター活用事業について
４．自立支援協議会への委託相談支援事業所の関わりについて
１．グループホームアンケートについて

グループホームの質の均一化

２．グループホームの質の均一化について
３．ピアサポーター活用事業について



（５）　手話施策検討部会

ア　テーマ・議題

イ　活動内容
№ 日付 会議内容
■部会 第1回 R4.5.27

第1回 R4.6.17
第2回 R4.7.12

第3回 R4.8.10

第4回 R4.9.9

第5回 R4.11.11

第6回 R4.12.13

第7回 R5.1.24

第8回 R5.3.14

第1回 R4.6.21

第2回 R4.8.17

第3回 R4.10.18

第4回 R4.12.19
第5回 R5.2.27

ウ　協議結果・実施結果

エ　今後の課題・予定

（１）避難所の設備や流れについて確認（日吉体育館）
（２）コミュニケーションボードの見直しについて
（１）コミュニケーションボードの見直しについて　※書面開催
（１）コミュニケーションボードの見直しについて
（２）避難所への手話通訳者派遣のあり方について
（３）避難所でのろう者への対応について

今年度より新施策として「手話出前講座」、「中学・高校向け手話教室」、「消防職員向け手話教室」につい
て、令和５年度実施に向けて、『手話教室ワーキンググループ』を立ち上げた。
結果は以下のとおり。
・手話出前講座…令和５年度より事業開始。
・中学・高校向け手話教室…令和５年度から、小学校に加え中学校でも実施予定。高校は状況に応じて
個別対応とする。
・消防職員向け手話教室…「前橋市職員手話研修会」に事業名を改め、「救急隊員」を対象として令和５
年秋頃に実施予定。

〇手話関連施策について
・手話動画の更新頻度が低いため、次年度から共愛学園の学生と協力し動画作成に取り組む予定。
・防災については、避難所運営について学びながら手話通訳者派遣のあり方について検討していく。

（１）市職員（救急救命士）向け手話講習会
（２）手話体験教室出前講座について
（１）救急隊員向け手話講習会

■防災ワーキンググループ
（１）避難所への手話通訳者の派遣および支援のあり方についての検討
（２）次回以降のＷＧ開催頻度について
（１）コミュニケーションボードの見直しについて
（２）避難所への手話通訳者の派遣および支援のあり方についての検討

（１）市職員（救急救命士）向け手話講習会
（２）市立中学校及び高等学校向け手話教室について
（３）出前講座について
（１）市職員（救急救命士）向け手話講習会
（２）市立中学校及び高等学校向け手話教室について
（１）市職員（救急救命士）向け手話講習会
（２）市立中学校及び高等学校向け手話教室について
（１）市職員（救急救命士）向け手話講習会
（２）市立中学校及び高等学校向け手話教室について
（１）市職員（救急救命士）向け手話講習会
（２）市立中学校及び高等学校向け手話教室について

今後、新たに実施する予定の施策の準備のため、適宜ワーキンググループを開くなどして検討を
進める。

１　部会長の選出
２　前橋市手話施策推進方針に基づく取り組みについて
３　前橋市手話施策推進方針の見直し案について

■手話教室ワーキンググループ
各手話教室のカリキュラム等について



（６）　広報啓発部会

ア　テーマ・議題

イ　活動内容
№ 日付 会議内容
１　部会
第１回 R4.5.13 １　広報啓発部会の役割について

２　令和４年度の活動について
第２回 R4.6.17 １　「みんなのらいふ」第３０号の原稿について（内容協議）

２　「みんなのフェスタ」について
３　群馬県手をつなぐ育成会大会（前橋大会）の啓発事業について
４　委託相談支援事業所の関わりについて

第３回 R4.7.15 １　「みんなのらいふ」第３０号の原稿について（最終校正）
（書面開催）
第４回 R4.8.10 １　「みんなのらいふ」第３１号の原稿について（内容協議）
（書面開催） ２　「みんなのフェスタ」について
第５回 R4.9.16 １　「みんなのらいふ」第３１号の原稿について（内容協議）

２　「みんなのフェスタ」について
第６回 R4.10.14 １　「みんなのらいふ」第３１号の原稿について（内容協議）

２　「みんなのフェスタ」について
３　コミュニケーションボードの見直しについて

第７回 R4.11.17 １　「みんなのらいふ」第３１号の原稿について（内容協議）
２　「みんなのフェスタ」について
３　自立支援協議会への委託相談支援事業所の関わりについて

第８回 R4.12.16 １　「みんなのらいふ」第３１号の原稿について（最終校正）
２　「みんなのフェスタ」の開催報告について
３　来年度の「みんなのらいふ」について

第９回 R5.1.26 １　「みんなのらいふ」第３１号の原稿について
２　「みんなのらいふ」アンケートについて
３　「みんなのらいふ」第３２号の原稿について（内容協議）

第１０回 R5.3.17 １　「みんなのらいふ」第３２号の原稿について（最終校正）
２　「みんなのらいふ」アンケートについて
３　令和４年度活動報告について（案）について
４　令和５年度活動計画（案）について

２　みんなのらいふ
第２９号 R4.5.15 発行
第３０号 R4.9.1 発行 （防災マニュアルを同時発行）
第３１号 R5.2.1 発行
３　みんなのフェスタ

①「みんなのらいふ」の定期発行
②障害福祉啓発事業「みんなのフェスタ」の開催

　令和４年１２月３日（土）に第二コミュニティセンターにて、第１１回みんなのフェスタを開催した。ステージ
発表（合唱、剣舞、和太鼓）や作品展を実施したり、体験コーナー（点字、車いす、要約筆記）、手話の紹
介コーナー、来場者参加型作品制作コーナーを設置したりした。一般来場者は約１２０人だった。

４　その他
　令和４年７月１７日（日）に、第５７回群馬県手をつなぐ育成会大会（前橋大会）のサテライト会場にて、作
品展を開催した。障害者（児）・施設・事業所の作品や活動紹介等、３３点を展示。過去に発行した「みん
なのらいふ」のコーナーも設置した。



ウ　協議結果・実施結果

エ　今後の課題・予定

１　今後も広報紙「みんなのらいふ」の継続発行を予定。親しんでいただける紙面にするため
　　読者のニーズを把握し、よりよい記事を掲載する必要がある。また、印刷できる枚数が縮
　　小するため、発行方法を検討していく必要がある。
２　「みんなのフェスタ」については、新しい生活様式に沿った開催方法を検討する必要があ
　　る。また、もともと障害福祉関係者以外の参加が少ないため、周知方法が課題である。

１　広報紙「みんなのらいふ」を年３回発行し、本協議会の活動状況、前橋市における障害福祉の取り組
みなどを発信した。作品を掲載するコーナー「みんなのアーツ」や、インタビュー記事「Ｍｙらいふ」などで
は、障害のある方の活動を紹介することができた。また、災害への備えや便利グッズなど、広く情報発信
をすることができた。
２　「みんなのフェスタ」はコロナウイルスの影響を受けて中止が続いていたが、今年度は３年ぶりに開催
することができた。


